
   

 焼却施設及び廃棄物埋立地のダイオキシン類調査結果  

 
１ 調査目的 
  各処理センターから排出されるダイオキシン類及び廃棄物埋立処分場から排出される処理水中のダ

イオキシン類の実態を把握するために実施したものです。 
 
２ 調査施設 
 (１) 焼却施設  ： 浮島，堤根，橘及び王禅寺処理センター 
 (２) 廃棄物埋立地： 浮島廃棄物埋立処分場 
 
３ 調査期間 
  平成１３年８月から平成１４年３月まで 
 
４ 調査結果 
 (１) 焼却施設 
   各処理センターのダイオキシン類の測定結果は，次の表のとおりです。 
 
排ガス中のダイオキシン類測定結果                   単位：ｎｇ-TEQ／ｍ３Ｎ 

施 設 名 浮島処理センター 堤根処理センター 橘処理センター 王禅寺処理センター 

夏季 ０．０４２ ＊０．９７ ０．２９ ３．７ 

冬季 

１号炉 

 

１号炉 
      

１号炉 

＊０.０４５ 

１号炉 
      

夏季 ０．０３２ ０．５２ ＊３．７ 

冬季 

２号炉 

 

２号炉 

＊０．５３ 

２号炉 
削減対策工

事中 
２号炉 

      

夏季 ０．０３７ ＊３．２ ＊３．５ 

冬季 

３号炉 

 

 ３号炉 
      

３号炉 

＊６．２ 

１号炉 ０．５９ 

ダイオ

キシン

類の濃

度 

動物

焼却

炉 ２号炉 ０．０９８ 

   

 

備考 ・ 排ガスに係る排出基準（焼却能力４Ｔ／Ｈ以上の既設炉）は，平成１４年１１月３０日まで

は排ガス１立方メートルあたり８０ｎｇ-TEQ 以下，平成１４年１２月１日からは排ガス１立方

メートルあたり１ｎｇ-TEQ 以下，ただし，浮島処理センター動物焼却炉については，排ガス１

立方メートルあたり１０ｎｇ-TEQ 以下。 

   ・ ＊については，処理センター周辺大気環境のダイオキシン類測定調査（公害部が実施）と合

わせて稼動中の炉について，測定を実施したものです。 

    

 

 

 

 

 



   

 

焼却灰中のダイオキシン類測定結果                     単位：ｎｇ-TEQ／ｇ 

施設名 浮島処理センター 堤根処理センター 橘処理センター 王禅寺処理センター 

０．０８８ ダイオキシ

ン類の濃度 
動物焼却炉 ０．００２１ 

０．０１ ０．０５ ０．０６５ 

 

 

飛灰中のダイオキシン類測定結果                      単位：ｎｇ-TEQ／ｇ 

施設名 浮島処理センター 堤根処理センター 橘処理センター 王禅寺処理センター 

０．６１ ダイオキシ

ン類の濃度 
動物焼却炉 ０．０１６ 

０．４０ １９ ５．９ 

 

備考：焼却灰及び飛灰（ばいじん等）に係る処理基準は，ばいじん等１ｇあたり３ｎｇ-TEQ 以下，なお，

平成１４年１１月３０日までは基準の適用が猶予されています。 

   ただし，セメント固化，薬剤処理又は酸抽出を行っているものには，基準を適用しません。 

処理センターの飛灰については，薬剤処理を行っています。 

 

 

処理水中のダイオキシン類測定結果                     単位：ｐｇ-TEQ／L 

施設名 浮島処理センター 堤根処理センター 橘処理センター 王禅寺処理センター 

ダイオキシ

ン類の濃度 
０．０００９６ ０．３８ ０．１９ ０．１１ 

 

備考：排水に係る排出基準は，平成１３年１月１５日から平成１５年１月１４日までは，排水１リット

ルあたり５０ｐｇ-TEQ 以下，平成１５年１月１５日からは排水１リットルあたり１０ｐｇ-TEQ

以下。 

    なお，浮島処理センター及び王禅寺処理センターの排水は，処理を行った後センター内で再利

用するクローズドシステムとなっており，場外には排出されません｡堤根処理センターは下水放流，

橘処理センターは河川放流となっています｡ 

 

 （２）廃棄物埋立地 

       浮島廃棄物埋立処分場から排出される放流水中のダイオキシン類の測定結果は，次の表のとお

りです。 

 

放流水中のダイオキシン類測定結果 

単位：ｐｇ-TEQ／L 

施 設 名 埋 立 事 業 所 

ダイオキシン類の濃度 ０．０３６ 



   

備考：放流水に係る排出基準は，排水１リットルあたり１０ｐｇ-TEQ 以下。 

 

 

（参考）用語の解説 

 

１ ダイオキシン類 

  ダイオキシン類対策特別措置法（平成 12 年 1 月 15 日施行）では，ポリ塩化ジベンゾフラン（ＰＣ

ＤＦ），ポリ塩化ジベンゾ-パラ-ジオキシン（ＰＣＤＤ）及びコプラナーポリ塩化ビフェニル（コプ

ラナーＰＣＢ）を「ダイオキシン類」としている。 

 

２ コプラナーＰＣＢ 

  ＰＣＢ（ポリ塩化ビフェニル）のうち，一部の異性体は，平板状の構造を示すことから，コプラナ

ーＰＣＢという。コプラナーＰＣＢは，ダイオキシンと同様に強い毒性を持つものがある。 

 

３ ｐｇ（ピコグラム） 

  重量を示す単位で，１兆分の１グラムを指す。 

 

４ ｎｇ（ノナグラム） 

  重量を示す単位で，１０億分の１グラムを指す。 

 

５ ＴＥＱ（毒性等量） 

  「ティー・イー・キュー」と呼び，ダイオキシン類の量をダイオキシン類の中で最も強い毒性を有

する２，３，７，８－ＴＣＤＤ（４塩化ジベンゾ-パラ-ジオキシン）の量に換算していることを示す

記号です。 

 

６ ダイオキシン類に係る環境基準 

 ○ 大気環境基準：０．６ｐｇ-TEQ／ｍ３ 

 ○ 水質環境基準：１ｐｇ-TEQ／L 

 ○ 土壌環境基準：１，０００ｐｇ-TEQ／ｇ 

 ○ 底質環境基準：未定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

問い合わせ先  環境局施設部処理計画課 
 
                                   TEL   044-200-2586 

 

 


